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教
主
さ
ま
お
作
　「
鉱
泉
引
出
黒
茶
盌
」　

金
竜
海
土
／
鉱
泉
（
本
宮
山
白
藤
）
釉+

富
士
湧
玉
水

善よ
き
友とも
と
交まじ
は
る
時とき
は
お
の
づ
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
わ
が
魂
た
ま
し
ひも

み
が
け
ゆ
く
な
り

【 

尊
師
　
出
口
日
出
麿 

】
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新
潟
分
苑
長
　
小 

林
　
美 

也 

子

新
潟
分
苑
を
ご
紹
介

　

こ
ん
に
ち
は
、
新
潟
分
苑
長
の
小
林
美
也
子
で
す
。

　

新
潟
分
苑
に
つ
い
て
、
少
し
ご
紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

新
潟
分
苑
は
長
き
に
渡
る
主
会
時
代
を
経
て
、
平
成
20
年
４
月
１
日
に
念
願
の

分
苑
を
設
立
。
今
年
、
16
年
を
迎
え
ま
す
。
新
潟
県
内
で
初
め
て
大
本
の
神
さ
ま

を
ご
奉
斎
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
１
１
５
年
に
な
り
ま
す
。
多
く
の
先
人
の
方
々
の

た
く
さ
ん
の
ご
苦
労
と
多
く
の
ご
努
力
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
の
、
こ
ん
に
ち
が
あ

る
こ
と
に
深
く
感
謝
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

主
会
時
代
か
ら
20
年
以
上
欠
か
さ
ず
「
祭
式
講
習
会
」
を
継
続
し
て
実
施
し
て

い
ま
す
。
歴
代
の
特
派
宣
伝
使
か
ら
ご
指
導
い
た
だ
き
、
ク
セ
の
な
い
祭
式
を
目

指
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
主
会
時
代
は
、
練
習
場
所
が
な
い
た
め
、
市
営
の

施
設
を
借
り
て
一
日
が
か
り
の
練
習
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
特
派
宣
伝
使
か
ら
は
、

「
祭
式
は
慣
れ
て
は
ダ
メ
で
す
。
常
に
神
さ
ま
に
向
か
う
気
持
ち
が
大
切
」
と
、
毎

回
同
じ
言
葉
を
頂
い
て
ご
指
導
を
受
け
て
い
ま
し
た
。
祭
式
の
練
習
を
始
め
た
当

初
、
母
親
の
練
習
場
に
連
れ
て
来
ら
れ
た
０
歳
と
２
歳
の
２
人
の
子
供
た
ち
は
、

現
在
は
、
分
苑
の
青
年
部
と
し
て
活
躍
し
、
分
苑
月
次
祭
で
の
祭
員
欠
員
で
は
、

姉
妹
は
快
く
引
き
受
け
、
先
輩
男
性
祭
員
に
加
わ
り
、
緊
張
は
大
き
い
で
す
が
、

祭
員
の
装
束
に
整
え
、
凛
々
し
い
姿
と
な
り
、
一
歩
殿
内
に
入
る
と
清
々
し
い
空

気
を
届
け
て
く
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
分
苑
直
心
会
で
は
、
毎
年
春
に
「
松
炭
」
作
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。
松

炭
を
作
る
た
め
の
道
具
も
整
っ
て
お
り
、
火
を
使
用
す
る
こ
と
か
ら
山
の
中
に
あ

る
信
徒
所
有
の
農
園
内
の
空
地
を
利
用
し
、
一
日
か
け
て
作
業
し
ま
す
。
昨
年
は
、

男
女
合
わ
せ
て
13
名
が
参
加
、
ラ
ン
チ
休
憩
は
そ
の
場
で
天
ぷ
ら
を
揚
げ
、
野
菜

サ
ラ
ダ
、
炊
き
込
み
ご
飯
な
ど
ご
馳
走
が
並
び
ま
す
。
一
日
中
和
気
あ
い
あ
い
と

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
、
疲
れ
も
ど
こ
か
に
飛
ん
で
行
き
ま
す
。
こ
う
し
て
全
員

の
努
力
の
結
果
、
出
来
上
が
っ
た
松
炭
は
一
袋
百
グ
ラ
ム
入
り
８
袋
の
用
意
が
で

き
ま
し
た
。１
袋
千
円
の
お
玉
串
で
お
わ
け
し
、直
心
会
の
活
動
資
金
と
な
り
ま
す
。

　

３
月
17
日
に
は
、
新
潟
分
苑
月
次
祭
後
、「
教
主
さ
ま
オ
ン
ラ
イ
ン
ご
面
会
」
が

予
定
さ
れ
て
お
り
、
準
備
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

　

大
本
東
京
本
部
の
傘
下
一
員
と
し
て
、
ど
う
ぞ
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。



「
酵
素
は
天
国
の
肥
料
で
あ
る
」

～
食
を
改
め
、
お
土
に
親
し
む
～

戦
後
間
も
な
い
時
代
に
、
出
口
王
仁
三
郎
聖
師

の
「
酵
素
は
天
国
の
肥
料
で
あ
る
」
と
の
お
言

葉
が
も
と
で
愛
善
酵
素
農
法
は
確
立
さ
れ
ま
し

た
。
麹
や
酒
づ
く
り
な
ど
の
醸
造
法
の
原
理
を

ヒ
ン
ト
に
発
酵
堆
肥
や
発
酵
肥
料
を
つ
く
り
、

そ
れ
を
土
に
還
元
し
栄
養
価
の
あ
る
作
物
を
増

産
す
る
農
業
を
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
体
や
精
神
は
、
食
べ
た
も
の
に
よ
っ

て
培
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
大
切
な

作
物
の
栄
養
価
は
今
、60

年
前
に
比
べ
る
と
半

分
以
下
に
な
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

輸
入
食
物
の
大
半
は
安
全
安
心
と
は
い
え
な
い

も
の
ば
か
り
で
す
。

「綾の郷」事業　特別展示「綾の郷」事業　特別展示

東光苑オンライン講座東光苑オンライン講座
４⺼25日（木）19：00 〜

　講師：西島 里司（愛善みずほ会事務局長）

大本東京本部ホームページをご覧ください！大本東京本部ホームページをご覧ください！

　戦後間もない時代に、出口王仁三郎聖師の「酵
素は天国の肥料である」とのお言葉がもとで愛
善酵素農法は確立されました。麹や酒づくりな
どの醸造法の原理をヒントに発酵堆肥や発酵肥
料をつくり、それを土に還元し栄養価のある作
物を増産する農業をしています。私たちの体や
精神は、食べたものによって培われています。

しかし、その大切な作物の栄養価は今、60年前に比べると半分以下
になっていると言われています。

「酵素は天国の肥料である」「酵素は天国の肥料である」
〜食を改め、お土に親しむ〜〜食を改め、お土に親しむ〜

　

２
月
東
光
苑
月
次
祭
・
豊
年
祈
願
祭

並
び
に
市
杵
島
姫
命
例
大
祭
は
２
月
11

日
午
前
10
時
30
分
か
ら
、
斎
主
・
椎

野
恭
三
祭
務
課
長
の
も
と
執
行
さ
れ

２
１
０
人
が
参
拝
し
た
＝
写
真
下
。

　

祭
員
は
関
東
教
区
青
松
会
員
ら
が
、

伶
人
は
二
絃
の
会
関
東
支
部
、
大
本
神

諭
拝
読
を
志
村
寿
隆
東
京
主
会
長
が
、

東
光
庵
で
は
添
釜
が
開
か
れ
神
奈
川
主

会
が
担
当
し
た
。

　

祭
典
後
、
橋
本
伸
作
東
京
宣
教
セ
ン

タ
ー
長
が
あ
い
さ
つ
を
行
っ
た
。

　

ま
た
、
青
年
部
に
よ
る
コ
ー
ヒ
ー
バ

ザ
ー
が
催
さ
れ
た
。

第 42 回第 42 回  企業安全繁栄祈願祭企業安全繁栄祈願祭
日　程日　程		 4 月 27日（4月 27日（土土）午前 10時 30分）午前 10時 30分
場　所場　所	 大本東京本部・東京宣教センター	 大本東京本部・東京宣教センター
申　込申　込	 ご希望の方は申込用紙を送付しますので	 ご希望の方は申込用紙を送付しますので
		 下記までご連絡ください下記までご連絡ください
		 ※（昨年申し込みいただいた方には、こ※（昨年申し込みいただいた方には、こ

	 ちらから郵送いたします）	 ちらから郵送いたします）

申込先申込先		〒 110-0008 台東区池之端 2-1-44〒 110-0008 台東区池之端 2-1-44
	 大本東京宣教センター内 東光経友会	 大本東京宣教センター内 東光経友会
	 TEL 03-3821-3701　FAX 03-3821-5283	 TEL 03-3821-3701　FAX 03-3821-5283
	 Mail 	 Mail m-hori@oomoto.or.jp（担当・堀）m-hori@oomoto.or.jp（担当・堀）
		 ※玉串は後日郵送か当日持参かを必ず明※玉串は後日郵送か当日持参かを必ず明

	 記してください	 記してください

玉串料玉串料	 一企業につき１万円以上（申込書に添え	 一企業につき１万円以上（申込書に添え
	 て玉串袋にてお納めください）	 て玉串袋にてお納めください）
お　札お　札		 ご希望の方には「大本平安彌栄祈願」のご希望の方には「大本平安彌栄祈願」の
	 水引木札（申込企業名入り）をご下附さ	 水引木札（申込企業名入り）をご下附さ
	 せていただきます（１体につき、玉串料	 せていただきます（１体につき、玉串料
	 は別途１万円以上）	 は別途１万円以上）
締　切締　切		 4 月 20日（土）4月 20日（土）
		 ※ご祈願は５月３日（金）までの１週※ご祈願は５月３日（金）までの１週

		 間執り行います。間執り行います。

  

４４
月    

東
光
苑
祭
典
・
行
事
予
定

		

６６
日
〜
日
〜
７７
日
（
土
〜

日
（
土
〜
日日
））

				



				




聖
地
参
拝
ツ
ア
ー
（
梅
松
苑
）

聖
地
参
拝
ツ
ア
ー
（
梅
松
苑
）

		

1414
日
（
日
（
日日
）
午
前

）
午
前
1010
時時
3030
分
〜
分
〜

東
光
苑
春
季
大
祭

東
光
苑
春
季
大
祭

		

2020
日
（
土
）

日
（
土
）

大
本
い
ろ
は
研
修
会
（
新
入
信
徒
研
修
会

大
本
い
ろ
は
研
修
会
（
新
入
信
徒
研
修
会
））

2525
日
（
木
）

日
（
木
）  

午
後
７
時
〜

午
後
７
時
〜

東
光
苑
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
（
配
信
）

東
光
苑
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
（
配
信
）

		

　
講
題

　
講
題    

「
酵
素
は
天
国
の
肥
料
で
あ
る
」

「
酵
素
は
天
国
の
肥
料
で
あ
る
」

		

　
　
　

　
　
　    

〜
食
を
改
め
、
お
土
に
親
し
む
〜

〜
食
を
改
め
、
お
土
に
親
し
む
〜

		

　　
講
師
講
師    

西
島
里
司

西
島
里
司
（
愛
善
み
ず
ほ
会
事
務
局
長
）

（
愛
善
み
ず
ほ
会
事
務
局
長
）

2727
日
（
土
）

日
（
土
）  

午
前
午
前
1010
時時
3030
分
〜
分
〜

企
業
安
全
繁
栄
祈
願
祭
（

企
業
安
全
繁
栄
祈
願
祭
（
4242
回
）
回
）

		

2929
日
（
日
（
祝祝
・
月
）
午
前

・
月
）
午
前
1010
時時
3030
分
〜
分
〜

四
代
教
主
毎
年
祭
（

四
代
教
主
毎
年
祭
（
2323
年
）
年
）

 
東
光
苑
月
次
祭

　
青
松
会
が
祭
員
奉
仕

聖地参拝ツアー

4月6日（土）～ 4月7日（日）
〜梅松苑月次祭参拝〜

○ 参加費は東京⇔綾部の往復交通費、聖地での宿泊並び
に食費、研修費を含みます。
○ 移動中の食事等は含みません。
○ 新幹線でご移動をご希望の方はご相談ください。
申込先　   〒 110-0008　
　　　　   東京都台東区池之端 2-1-44 大本東京本部
　　　　　Tel 03-3821-3701　Fax 03-3821-5283
　　　　　Mail k-nishiyama@oomoto.or.jp【担当西山】
締　切　　３月 23 日（土）

募集人員　20人まで
参 加 費　10,000円

４月 6 日（土）　　
08:30	 東光苑　集合
09:00	 東光苑　発
17:30	 梅松苑　着
19:30	 特別講座（予定）

４月 7 日（日）
08:30	 「綾の郷」の土地見学・神苑案内
10:00	 梅松苑月次祭　参拝
	 直会後添釜入席
13:30	 梅松苑　発　
21:00	 東光苑　着

開祖さまがご使用になった糸車

日　時：３月10日（日日）
　　　　東光苑月次祭当日
場　所：東光苑３階能舞台
展示内容：開祖さまがご使用に

なった糸車、開祖さ
まが弥仙山岩戸ごも
りの神事でお召に
なったお召し物など

ご案内


